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１２７ 召命後の聖マタイの行動 

     正しくイメージしよう 

２０２４ 

真鍋友範 

  

 

誰がマタイなのかについて、２０２４現在において、３説存在する。これまで

の検証を元に、召命後の聖マタイの行動場面をイメージする。 

 

１ 両替商の髭男なら 

 ローマ・カトリック教会系学派は、髭男がマタイだと断定している。この場

面は、イエスの不明確な呼び出しに対し、両替商の髭男がイエスに「私をお呼び

ですか」と質問した場面と解説している。 

 そうであるなら、想定回答は２つだ。【肯定】または【否定】だ。 

仮に、イエスの答えが【肯定】であるなら、この男は、椅子から立ち上がるこ

とになる。 

 

しかし、聖書マタイ福音書９−９には、【マタイは、立ち上がりイエスに従っ

た】、と記述されている。 

 

椅子から立ち上がった、などとは記述されていない。ただ立ち上がったのだ。 

だから、聖書マタイ伝の記述に、ぴったり符合しない。 
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仮に、【否定】であったかもしれないが、イエスの次の反応が、全く描画され

ていないことになる。 

つまり、次の行動は想像できない。あくまで【肯定】のなのだ。 

 

では、両替商の男が立ち上がると、どうなるか。 

剣を持ったボディーガードの二人の若い男は、当然事情を知らされない為、関

係ないのに、職務上の契約役割から一緒にイエス一行に付いて行くだろう。 

これでは、絵にならない。当時流行の派手な服を着用した人物たちが、地味な

服装のイエス一行の後についていく姿は、全体像として不調和であろう。 

           

 

２ 俯いた若い収税史なら 

ドイツ学派美術史家は、俯いた若い収税史が、聖マタイであると主張する。 

 イエス・ペテロが指を下方に曲げて指差したから、聖マタイは、俯いた若い収

税史という解説だが、実際にイエス・ペテロが立っている位置は、画面の右外側

あたりだ。何故なら、髭男・ボディーガードの若い男の視線は、そこに注がれて

いる。この位置から指を下方に曲げて指差したなら、そこにあるのは、床だ。 

           

                   ＊イエス・ペテロの正しい立ち位置 
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 俯いた若い収税史説は論理としても破綻している。 

 

 仮に、若い収税史が聖マタイなら、髭男と同様、服装の違和感は拭えないし、

年齢上でも、他の聖マタイ連作との共通性もないことになる。 

 

 

３ 眼鏡の老収税史なら 

 イエスの発した言葉「私に従いなさい。」を聞いた眼鏡の収税史は、顔を上げ、

机に突いた右手を離して、立ち上がる。 

 イエスの視線と右手を回した動作から、自分が呼ばれたことを瞬時に理解し、

同時にイエスに従うことになる。 

 この時の眼鏡の収税人の服装は地味であり、イエス・ペテロの服装とも調和

し、違和感はない。イエス一行に従う姿を想像して、納得できる絵姿なのだ。 
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眼鏡の聖マタイトップページへ 

https://renaissance-baroque.art/126.pdf
https://renaissance-baroque.art/128.pdf
https://renaissance-baroque.art/

